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論　　文　　の　　要　　旨

　鱗翅目ジャノメチョウ科のサトキマダラヒカゲ地oμ　go∫肋尾ω桃6〃とヤマキマダラヒカゲ亙

〃肋o肋αは日本列島に広く分布する蝶である。本研究はラこれら両種の分布地域の違いを野外調査

によって明らかにするとともにラ室内実験によって両種の発育速度と休眠誘起に関する光周反応の

違いを明らかにした。さらにヨこれらの生理的特性をもとにしてヨ両種の分布可能域を推定しヨ分

布の違いを決定している要因について考察を行った。

　本論文は4章から成りラその概要は次の通りである。

1）両種の蝶はかなり広い広囲で混棲するが，関東地方ではヤマキマダラヒカゲは標高500m以上

　に，サトキマダラヒカゲはそれ以下に分布の中心を持つことが野外調査により明らかになった。

　混棲地での両種の成虫の出現期の違い等からヨ気候適応戦略の違いが両種の分布の差異を決定づ

　ける主要な要因である可能性が示唆された。

2）　日本列島の緯度や標高の異なる地点から得た両種の個体を用いて飼育実験を行い雪発育所要日

　数や休眠誘起に関する光周反応を種聞および個体群問で比較した。発育所要日数の卵期における

　差異は顕著ではなかった。しかし幼虫期や踊期では、一般にサトキマダラヒカゲのほうが発育に

　より多くの日数を要することが明らかにされた。

　　休眠誘起に関する臨界日長はラ関東以南の個体群では14～15時間であったが，関東以北の個体

＿327一



　群では15時間以上となり，高緯度に棲息する個体群のほうがより長い臨界日長を持つ傾向が認め

　られた。また光周期の感受期をサトキマダラヒカゲで調べた結果，感受期は全幼虫期にあり、休

　眠の決定はその問に経験した短日の回数により判断されている可能性が示唆された。

3）ヤマキマダラヒカゲの垂直分布の下限は関東地方では約200㎜であるが。低緯度地方ではさらに

　上昇する。房総半島には例外的に200㎜以下の低丘陵にも本種の別亜種（ssp．物os舳伽銚）が棲息

　している。この個体群では，第一世代の踊期が夏休眠によりユケ月以上延長されラ第2世代の幼

　虫は9月以降に発育を開始することが飼育実験の結果等から明らかにされた。房総の個体群に固

　有のこの夏休眠は。幼虫の発育に不適な夏の高温期を避けるための時間調節機構であることがわ

　かった。

4）以上の結果から。ヤマキマダラヒカゲはサトキマダラヒカゲに比べ早い成長速度と長い臨界日

　長を獲得し，高地の短い発育適期に対応していることがわかった。また有効積算温度および臨界

　日長の値をもとに推定された各個体群の周年経過は野外観察の結果とも良く一致し，生息場所の

　気候に適合していることもわかった。さらに積算温度から求めた両種の垂直分布の上隈も各地の

　観察結果と一致した。これらにより生理的特性の違いが両種の分布の差異の重要な要因であると

　結論された。

審　　査　　の　　要　　旨

　サトキマダラヒカゲとヤマキマダラヒカゲは，成虫の形態が酷似しているため日本産の蝶の中で

は同定の困難な種類とされ事従来、その分布上の差異が明瞭でなかった。著者は綿密な野外調査に

よりヨ両種の垂直分布上の違いを初めて明らかにした。また雪野外調査と室内実験を巧みに総合し

てヨ両種の気候適応戦路の違いとその機構を明らかにし、両種の分布要因を生理的特性の違いに基

づいて明快に説明した点でヨ本研究は高く評価できる。

　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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